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ウェブサイトを活用した町内会活動について

【 名称 】希望ヶ丘町会
【 設立 】Ｓ.５９年

※Ｈ.２０年法人化
【世帯数】３０世帯

世帯主の７割以上が
６５歳以上

取組の概要

渡利地区 希望ヶ丘町会

町会の概要

・渡利地区南部に位置し、南向台に隣
接した自然豊かな環境の町会です。

・環境衛生・町内美化・親睦を深める
春のお花見、秋には芋煮会、町会所
有地での“DASH”菜園など会員同士
の交流には特に力を入れています。

電子町内会ウェブサイトの活用

・町会活動・各種行事の情報発信

・町会活動の記録

▲電子町内会のウェブサイト画面
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ウェブサイトを活用した町内会活動について

町内会活動が、時間と場所を選ばず、すぐ確認できる！

町会の古い資料を整理 → 重要資料の継承は、デジタル化しかない。

デジタル化

きっかけ

○町会設立からこれからの活動記録をデジタルで保存したい。

○震災の実体験を風化させずにウェブサイトに残すことによって
次世代へ伝承したい。

効果

※タイムリーな情報発信は、ＬＩＮＥを活用。

ウェブサイトは恒久的なデータの保管場所として。

今後の予定
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ウェブサイトを活用した町内会活動について

注目 希望ヶ丘町会のウェブサイト掲載情報

町内会からのお知らせ 町内会の活動報告

2023年2月1日 融雪剤を設置しました。 2022年12月11日

花いっぱい運動を実施
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ウェブサイトを活用した町内会活動について

注目

ご清聴ありがとうございました

○ 工夫した点

○ 苦労した点

ウェブサイト更新は、パソコンでなければ更新できない状況。

⇒入力する文字は必要最小限に、写真等の画像を掲載し、分かりやすさ
を追及。

◎今後はスマホで更新できる「町会公式フェイスブック」を開設して、
その投稿を２次利用することで、更新のスピード化につなげたい。

マニュアルだけで、ウェブサイトの更新することは難しい。
⇒会員の情報弱者のフォローを、今まで以上に取り組んでいきたい。
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